
令和７年度　評価規準

教科 学年
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１　かけ算のきまり

○乗法に関して成り立つ性質につい
て理解し、交換法則、結合法則、分
配法則などが成り立つことを図や式
などを用いて考える力を身につけ
る。また、乗法に関して成り立つ性
質に進んで関わり、その過程を振り
返り、計算の工夫などに生かせるよ
さに気づき生活や学習に活用しよう
とする態度を養う。

・乗法の交換法則、結合法
則、分配法則など、乗法に
関して成り立つ性質を理解
している。

・数量の関係に着目し、乗
法に関して成り立つ性質を
見いだしているとともに、
その性質を活用して、計算
を工夫したり計算の確かめ
をしたりしている。

・乗法に関して成り立つ性
質に進んで関わり、数学的
に表現・処理したことを振
り返り、数理的な処理のよ
さに気づき生活や学習に活
用しようとしている。

２　時こくと時間

○時間の単位「秒」について知り、
日常生活に必要な時刻や時間を求め
ることができ、日常生活に生かして
いる。また、時刻と時間を表したり
求めたりすることに進んで関わろう
とする態度を養う。

・日常生活に必要な時刻や
時間を求めることができ
る。また、時間の単位
「秒」について知り、1分＝
60秒の関係を理解してい
る。

・時間の単位に着目し、時
刻や時間の求め方について
考察し、日常生活に生かし
ている。

・時刻と時間に進んで関わ
り、数学的に表現・処理し
たことを振り返り、数理的
な処理のよさに気づき生活
や学習に活用しようとして
いる。

算数 第3学年

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

●　みんなで算数をはじ
めよう！／ひき算の

ヒミツ

①②算数の学習の進め方を理解し、
問題解決に生かすことができる。

・問題解決の進め方を理解
している。

・答えが同じになる式のき
まりについて、筋道を立て
て考えたり表現したりして
いる。

・問いをもち、主体的に考
えたり友だちの考えから学
び合おうとしたりするとと
もに、解決の過程や結果を
振り返り、よりよい方法を
考えたり新たな問いを見い
だそうとしたりしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

江戸川区立南小岩第二小学校
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1■　1/2に分けよう

①1/2の大きさを方眼のます目の個数
に着目して捉えることで、分数につ
いての理解を深める。

・方眼のます目の個数に着
目し、1/2の大きさのいろい
ろな表し方を考えている。

３　たし算とひき算

○3位数や4位数の加法及び減法につ
いて理解し、計算することができる
とともに、図や式などを用いて計算
のしかたを考える力を身につける。
また、加法及び減法の計算のしかた
を考えることに進んで関わり、その
過程を振り返り、生活や学習に活用
しようとする態度を養う。

・3位数や4位数の加法及び
減法の計算が、2位数などに
ついての基本的な計算をも
とにしてできることや、そ
の筆算のしかたについて理
解し、加法及び減法の計算
が確実にできる。

・数量の関係に着目し、計
算のしかたを考えたり計算
に関して成り立つ性質を見
いだしたりしているととも
に、その性質を活用して、
計算を工夫したり計算の確
かめをしたりしている。

・加法及び減法の計算に進
んで関わり、数学的に表
現・処理したことを振り返
り、数理的な処理のよさに
気づき生活や学習に活用し
ようとしている。

４　わり算

○除法の意味や式について理解し、
計算することができるとともに、図
や式などを用いて計算のしかたを考
える力を身につける。また、除法に
ついて考えることに進んで関わり、
除法を用いるよさに気づき生活や学
習に活用しようとする態度を養う。

・除法の意味や式について
理解し、除数と商がともに
１位数である除法の計算が
確実にできる。また、簡単
な場合について、除数が１
位数で商が２位数の除法の
計算のしかたを知ってい
る。

・数量の関係に着目し、計
算の意味や計算のしかたを
考えたり、計算に関して成
り立つ性質を見いだしたり
しているとともに、その性
質を活用して、計算を工夫
したり計算の確かめをした
りしている。

・除法の計算に進んで関わ
り、数学的に表現・処理し
たことを振り返り、数理的
な処理のよさに気づき生活
や学習に活用しようとして
いる。
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６　表とぼうグラフ

○棒グラフや二次元表について理解
し、データを整理する観点に着目
し、身のまわりの事象について表や
グラフを用いて考察して、見いだし
たことを表現する力を身につける。
また、データを分析することに進ん
で関わり、その過程を振り返り、グ
ラフの表現のよさに気づき生活や学
習に活用しようとする態度を養う。

・棒グラフや二次元表の特
徴について理解し、表した
りよみ取ったりすることが
できる。

・データを整理する観点に
着目し、身のまわりの事象
について表やグラフを用い
て考察して、見いだしたこ
とを表現している。

・データを分析することに
進んで関わり、数学的に表
現・処理したことを振り返
り、数理的な処理のよさに
気づき生活や学習に活用し
ようとしている。

７　あまりのあるわり算

○あまりのある除法の意味や式につ
いて理解し、計算することができる
とともに、図や式などを用いて計算
のしかたを考えたり、計算の確かめ
のしかたを考えたりする力を身につ
ける。また、除法について考えるこ
とに進んで関わり、除法を用いるよ
さに気づき生活や学習に活用しよう
とする態度を養う。

・あまりのある除法の意味
や式について理解し、除数
と商がともに１位数である
除法の計算が確実にでき
る。

・数量の関係に着目し、計
算の意味や計算のしかたを
考えたり、計算に関して成
り立つ性質を見いだしたり
しているとともに、その性
質を活用して、計算を工夫
したり計算の確かめをした
りしている。

・除法の計算に進んで関わ
り、数学的に表現・処理し
たことを振り返り、数理的
な処理のよさに気づき生活
や学習に活用しようとして
いる。

５　長さ

○長さの単位「㎞」、道のりと距離
の意味、及び巻尺について知り、計
器を適切に選んで長さを測定する力
を身につける。また、長さを比べた
り測定したりすることに進んで関わ
り、生活や学習に活用しようとする
態度を養う。

・長さの単位「㎞」につい
て知り、単位の関係を理解
し、長さについておよその
見当をつけ計器を適切に選
んで測定することができ
る。

・測定するものの特徴に着
目し、ものさしでは測りに
くいところの長さの測り方
を考えている。

・長さを比べたり測定した
りすることに進んで関わ
り、数学的に表現・処理し
たことを振り返り、数理的
な処理のよさに気づき生活
や学習に活用しようとして
いる。
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9９　円と球

○円とその中心、半径、直径につい
て理解し、図形の性質を見いだした
り構成のしかたを考えたりする力を
身につけるとともに、円に関連し
て、球についても理解する。また、
円や球に進んで関わり、身のまわり
のものの形を円や球として捉えるな
ど、生活や学習に活用しようとする
態度を養う。

・円とその中心、半径、直
径について理解し、円を作
図したり長さを写し取った
りする道具としてコンパス
を用いることができる。ま
た、円に関連して、球につ
いても理解している。

・円の中心、半径、直径に
着目し、構成のしかたを考
えるとともに、図形の性質
を見いだし、身のまわりの
ものの形を円や球として捉
えている。

・円や球に進んで関わり、
数学的に表現・処理したこ
とを振り返り、数理的な処
理のよさに気づき生活や学
習に活用しようとしてい
る。

■　なみ木道

①②木の本数と間の数の関係の問題
（植木算）を、図や式などを用いて
筋道を立てて考えることができる。

・木の本数と間の数の関係
の問題（植木算）を、図や
式などを用いて筋道を立て
て考えている。

８　10000より大きい数

○万の単位について知り、十進位取
り記数法による数の表し方及び10
倍、100倍、1000倍、1/10にした大き
さの数について理解し、大きな数の
大きさの比べ方や表し方を考える力
を身につける。また、整数の表し方
に進んで関わり、その過程を振り返
り、十進数としての表現のよさに気
づき生活や学習に活用しようとする
態度を養う。

・万の単位について知り、
十進位取り記数法による数
の表し方及び10倍、100倍、
1000倍、1/10にした大きさ
の数について理解し、表す
ことができる。

・数のまとまりに着目し、
大きな数の大きさの比べ方
や表し方を考え、日常生活
に生かしている。

・数を表すことに進んで関
わり、数学的に表現・処理
したことを振り返り、数理
的な処理のよさに気づき生
活や学習に活用しようとし
ている。
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１０　かけ算の筆算

○2位数や3位数に1位数をかける乗法
について理解し、計算することがで
きるとともに、図や式などを用いて
計算のしかたを考える力を身につけ
る。また、乗法の計算のしかたを考
えることに進んで関わり、その過程
を振り返り、生活や学習に活用しよ
うとする態度を養う。

・2位数や3位数に1位数をか
ける乗法の計算が、乗法九
九などの基本的な計算をも
とにしてできることや、そ
の筆算のしかたについて理
解し、乗法の計算が確実に
できる。

・数量の関係に着目し、計
算のしかたを考えたり計算
に関して成り立つ性質を見
いだしたりしているととも
に、その性質を活用して、
計算を工夫したり計算の確
かめをしたりしている。

・乗法の計算に進んで関わ
り、数学的に表現・処理し
たことを振り返り、数理的
な処理のよさに気づき生活
や学習に活用しようとして
いる。

１１　重さ

○重さの単位「g、kg」 について知
り、測定の意味を理解し、単位を適
切に選択して重さを測定する力を身
につけるとともに、長さ、かさ、重
さの単位の関係を統合的に考察する
力を身につける。また、重さを比べ
たり測定したりすることに進んで関
わり、生活や学習に活用しようとす
る態度を養う。

・重さの単位「g、kg」 に
ついて知り、測定の意味と
単位の関係を理解し、重さ
についておよその見当をつ
け単位を適切に選択して測
定することができる。

・身のまわりのものの特徴
に着目し、単位の関係を統
合的に考察している。

・重さを比べたり測定した
りすることに進んで関わ
り、数学的に表現・処理し
たことを振り返り、数理的
な処理のよさに気づき、生
活や学習に活用しようとし
ている。

●　かけ算とわり算の図

①乗法や除法の数直線の見方や用い
方を理解する。

・乗法、除法の数直線のか
き方を理解し、問題場面を
数直線に表すことができ
る。

・乗法と除法の相互関係を
もとに、数直線の見方やか
き方を考えている。

・図を用いると場面や数量
の関係が捉えやすくなるこ
とに気づき生活や学習に活
用しようとしている。
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514　□を使った式と図

○数量の関係を表す式について理解
し、未知の数量を□として式に表し
たり、式と図を関連づけて式をよん
だりする力を身につける。また、□
を用いた式に進んで関わり、そのよ
さに気づき生活や学習に活用しよう
とする態度を養う。

・数量の関係を表す式につ
いて理解し、未知の数量を
□として式に表したり、□
に数をあてはめて調べたり
することができる。

・数量の関係に着目し、数
量の関係を図や式を用いて
簡潔に表したり、式と図を
関連づけて式をよんだりし
ている。

・数量の関係を表す式に進
んで関わり、数学的に表
現・処理したことを振り返
り、数理的な処理のよさに
気づき生活や学習に活用し
ようとしている。

１２　分数

○分数の意味と表し方、及び簡単な
場合について分数の加法、減法の意
味を理解し、分数の大きさを比べた
り、計算のしかたを考えたりする力
を身につける。また、分数に進んで
関わり、そのよさに気づき生活や学
習に活用しようとする態度を養う。

・等分してできる部分の大
きさや端数部分の大きさを
表す数としての分数の意味
と表し方、及び分数は単位
分数のいくつ分で表せるこ
とを理解するとともに、簡
単な場合について分数の加
法、減法の意味を理解し、
分数の大きさを比べたり計
算したりすることができ
る。

・数のまとまりに着目し、
分数でも数の大きさを比べ
たり計算したりできるかど
うかを考えているととも
に、分数を日常生活に生か
している。

・分数に進んで関わり、数
学的に表現・処理したこと
を振り返り、数理的な処理
のよさに気づき生活や学習
に活用しようとしている。

１３　三角形

○二等辺三角形、正三角形について
理解し、図形の性質を見いだしたり
構成のしかたを考えたりする力を身
につけるとともに、基本的な図形と
関連して角について知る。また、図
形の特徴を見いだすことに進んで関
わり、身のまわりのものの形を二等
辺三角形、正三角形として捉えるな
ど、生活や学習に活用しようとする
態度を養う。

・二等辺三角形、正三角形
について理解し、作図など
をとおしてそれらの関係に
次第に着目することができ
る。また、基本的な図形と
関連して角について知って
いる。

・図形を構成する要素に着
目し、構成のしかたを考え
るとともに、図形の性質を
見いだし、身のまわりのも
のの形を図形として捉えて
いる。

・二等辺三角形、正三角形
に進んで関わり、数学的に
表現・処理したことを振り
返り、数理的な処理のよさ
に気づき生活や学習に活用
しようとしている。
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15　小数

○小数の意味と表し方、及び小数の
加法、減法の意味を理解し、小数の
大きさを比べたり、計算のしかたを
考えたりする力を身につける。ま
た、小数に進んで関わり、そのよさ
に気づき生活や学習に活用しようと
する態度を養う。

・端数部分の大きさを表す
数としての小数の意味と表
し方を理解するとともに、
小数の加法、減法の意味を
理解し、小数の大きさを比
べたり計算したりすること
ができる。

・数のまとまりに着目し、
小数でも数の大きさを比べ
たり計算したりできるかど
うかを考えるとともに、小
数を日常生活に生かしてい
る。

・小数に進んで関わり、数
学的に表現・処理したこと
を振り返り、数理的な処理
のよさに気づき生活や学習
に活用しようとしている。

■　まほうじん

①魔方陣の空欄にあてはまる数を、
筋道を立てて考えることができる。

・提示された条件をもと
に、空欄にあてはまる数値
の求め方を、式を用いて筋
道を立てて考えている。

・提示された条件をもと
に、空欄にあてはまる数値
の求め方を、式を用いて筋
道を立てて考えている。

■　タイルは何まい

①正三角形の敷き詰め模様からほか
の図形を見いだし、その図形をまと
まりとして捉え、乗法の式を用いて
正三角形の枚数を表すことができ
る。

・規則的に並んだタイルの
枚数を工夫して数えること
をとおして、図形、数、式
の多様な見方を見いだして
いる。
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3１７　倍の計算

〇ある数量がもう一方の数量の何倍
かを求める場合や、もとにする大き
さを求める場合に、除法が用いられ
ることを理解するとともに、図や式
などを用いて数量の関係を考察する
力を身につける。また、倍の計算に
進んで関わり、生活や学習に活用し
ようとする態度を養う。

・ある数量がもう一方の数
量の何倍かを求める場合
や、もとにする大きさを求
める場合に、除法が用いら
れることを理解している。

・ある数量ともう一方の数
量との関係に着目し、図や
式などを用いて、既習の乗
法や除法と関連づけながら
演算の意味を考察してい
る。

・倍の計算に進んで関わ
り、数学的に表現・処理し
たことを振り返り、数理的
な処理のよさに気づき生活
や学習に活用しようとして
いる。

１6　2けたの数のかけ算

○2位数や3位数に2位数をかける乗法
について理解し、計算することがで
きるとともに、図や式などを用いて
計算のしかたを考える力を身につけ
る。また、乗法の計算のしかたを考
えることに進んで関わり、その過程
を振り返り、生活や学習に活用しよ
うとする態度を養う。

・2位数や3位数に2位数をか
ける乗法の計算が、乗法九
九などの基本的な計算をも
とにしてできることや、そ
の筆算のしかたについて理
解し、乗法の計算が確実に
できる

・数量の関係に着目し、計
算のしかたを考えたり計算
に関して成り立つ性質を見
いだしたりしているととも
に、その性質を活用して、
計算を工夫したり計算の確
かめをしたりしている。

・乗法の計算に進んで関わ
り、数学的に表現・処理し
たことを振り返り、数理的
な処理のよさに気づき生活
や学習に活用しようとして
いる。

■　ドッジボールの
コートをかこう

①図形の定義や性質、作図のしかた
をもとに、校庭にドッジボールの
コートをかく方法を理解する。

・図形の定義や性質、作図
のしかたを、日常生活の問
題解決に生かしている。
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・規則的に並んだ数のき
まりを筋道を立てて考え

ている。

①規則的に並んだ数のきまりを筋道
立てて考え解決することをとおし
て、論理的な思考力を伸ばす。

・規則的に並んだ数のきま
りを筋道を立てて考えてい
る。

●　算数を使って
考えよう

①②知識・技能等を活用し、課題解
決のための構想を立て、筋道を立て
て考えたり、数学的に表現したりす
ることができる。

・表やグラフを用いて表さ
れたデータをよみ取った
り、その根拠についてデー
タをもとに説明したりする
など、算数の学習を活用し
て考え表現している。

〇日常の場面から算数の問
題を見いだし、長さや円な
どの学習を活用して解決し
たり、言葉や図、式などを
用いて説明したりするな
ど、算数の学習を活用して
考え表現している。

・数量や図形に進んで関わ
り、数学的に表現・処理し
たことを振り返り、数理的
な処理のよさに気づき生活
や学習に活用しようとして
いる。

１8　そろばん

○そろばんによる数の表し方を理解
し、簡単な加法及び減法の計算がで
きるとともに、そろばんのしくみに
着目し、大きな数や小数の計算のし
かたを考える力を身につける。ま
た、そろばんに進んで関わり、その
よさに気づき生活や学習に活用しよ
うとする態度を養う。

・そろばんによる数の表し
方を理解し、簡単な加法及
び減法の計算ができる。

・そろばんのしくみに着目
し、簡単な加法及び減法の
計算のしかたを考えてい
る。

・そろばんに進んで関わ
り、数学的に表現・処理し
たことを振り返り、数理的
な処理のよさに気づき生活
や学習に活用しようとして
いる。



令和７年度　評価規準

4◎　3年のまとめ

①②③④第3学年の学習内容の問題を
解決することができる。

・第3学年の学習内容につい
て、知識及び技能を身につ
けている。

・第3学年で学習した基本的
な問題について、それらが
確実に身につくように取り
組もうとしている。


